
 

（ケース１）成績や授業におけるクラスごとの傾向などから、指導法の改善を検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→成績のよかったクラスの話合いの状況を基に、校内会議で指導法の改善を検討 

 

（ケース２）出欠席情報のアラートなどから生徒の変化をいちはやく察知 

 

 

 

 

 

 

→出欠情報などを基に注意すべき生徒がいることを即時に警告、 

教科ごとの出欠状況や課題の提出状況を示し問題の早期発見につなげる。 

 

教育ダッシュボード活用事例 

■クラス別定期考査成績 
■端末を使った話合い活

動の実施状況 

別紙 

■生徒 IDのアラート 

12345678 

■各教科の課題の提出状況  

など 

■教科ごとの 

出欠状況 

特定教科が出席不足

などの生徒 IDを表示 

〈教育ダッシュボード画面（イメージ）〉 

〈教育ダッシュボード画面（イメージ）〉 


